
 

 

 

１ 不登校児童生徒への援助に対する考え方 

 (1) 児童生徒の将来的な自立を目指しましょう。 

   「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に 

  捉えて、社会的に自立することを目指しましょう。また、児童生徒によっては、不登校の時期が休 

養や自分自身を見つめ直す積極的な意味を持つことがある一方で、学業の遅れや進路選択上の不利 

益や社会的自立へのリスクもあることに留意しなければなりません。 

(2) 保護者と課題意識を共有しましょう。 

  家庭教育は、全ての教育の出発点です。児童生徒の状況によっては、福祉や医療機関と連携して、

家庭の状況を把握し、適切な働きかけが必要な場合もあります。そのために、保護者と課題意識を 

共有して、信頼関係のもと一緒に取り組む体制づくりが求められます。日頃の電話連絡や家庭訪問 

などを通して、保護者が気軽に相談できる体制を整えましょう。 

 

２ 学校における不登校児童生徒への援助の進め方 

   困っている児童生徒や不登校児童生徒が、将来、主体的に社会的自立や学校復帰に向かうよう一人 

一人の成長を見守りつつ、欠席のきっかけや継続理由に応じて、適切な援助を行いましょう。 

   一人一人の課題に対応した切れ目のない援助を行うために、次の図を参考に対応を進めましょう。

「欠席３日目から」「欠席７日目から」は、あくまでも目安です。状況に応じた対応を行いましょう。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・援助による結果と現状を整理して、進級、進学先に情報を引き継ぎ共 

有する。 

    ・進級、進学先において、援助計画を作成し、援助を継続する。 

    ・保護者の考えや児童生徒本人の希望やこれまでの情報を受け、ＳＣや

ＳＳＷも含めた複数の目でアセスメントを行い、組織的な援助計画

（「援助チームシート」（資料Ⅱ））を作成し援助する。 

    ・児童生徒本人に関わる情報を全員で共有し、役割分担する。 

    ・個人情報の取扱いについて、確認する。 

    ・状況に応じて援助計画を修正しながら継続した援助を行う。 

    ・担任、養護教諭等が欠席状況を確認、管理職等に報告する。 

    ・今後の対応方針を検討する。 

    ・「理解シート」（資料Ⅰ）を準備する。 

 

    ・担任等が、気になる児童生徒の状況等を記録する。 

    ・記録した情報を、必要に応じて共有できるよう保管・蓄積する。 

援助の基本的な考え方と進め方 

 進級・進学 

 

 

 

 普段から 

連続欠席３日目から 

連続欠席７日目から 

チーム援助 

○ 進級や進学など、生活環境が変わるときに、欠席が多くなる傾向があります。以前に不登校とな

っており、現在は復帰した児童生徒についても引継ぎを行い、切れ目のないよりきめ細かな対応

を心がけましょう。 

 

２ 


